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大 山 佳 邦
昨年から3カ 年計画で,「大陸性南極と海洋性南極に
おける動植物相の比較研究」という観測計画が進められ
ている.こ れは南極半島の先にあるサウスシェ トランド
諸島の一つ,キ ングジョージ島の長城基地で行われてい
る日中共同の観測計画である.大陸性南極とか海洋性南
極とか聞きなれない言葉かも知れないが,こ の語は主に
陸上植物 を研究している人が使う用語である.南極半島
やサウスシェ トランド諸島,サ ウスサンドウィッチ諸島
など,南極域 としては海洋の影響が強 く,比較的温暖湿
潤な気候下にある地域を海洋性南極,こ れに対 して昭和
基地を含む南極大陸の大部分を大陸性南極と呼んで区別
している.従 ってこれは昭和基地周辺では見られない動
植物を日中共同で研究しようとするものである.今年は
その第2年 次ということで,北 大低温研の島田公夫さん
と私が第6次 中国南極考察隊　(CH[NARE-6)　に参加
し,小型の陸上動物を対象とした調査研究を行った.調
査結果は別に報告するとして,以下そのときの見聞の一
端を書いてみる.
我々はまずチ リのサンチアゴまで飛び,こ こで中国の
観測船 「極地」号の到着 を待った.「極地」号 は青島の
国家海洋局第1海 洋研究所に所属する観測船であり,ま
た樹氷型の貨物船でもある.船長は39歳という若さの魏
文良さんであり,37名によって運航されていた.青 島を
10月30日に出港 して海洋観測 をしながら1カ月をかけて
太平洋を横断 して,12月4日バルパライソに入港 した.
我々は7日 に観測資材と共に乗船し,9日 長城基地に向
け出港した.
南北に長いチリの海岸線に沿って南下したが,特 にそ
の南半分は狭い水路の中を進んだ.こ こを何度 も通った
ことのある中国隊の人は揚子江の三峡のような風景が見
られると教えてくれた.確かに山が迫 り,高い所に滝が
懸っている光景はみごとであった.ま たプエル トエデン
という小さな集落の手前にあるイングリッシュ・パスは
自動車教習所のクランクコースのような狭い水路であり,
ここを通過するのに手前で一晩停泊するという一幕 もあ
った.「極地」号はその後南米の先端から ドレーク海峡
を横切 り,12月17日長城基地に到着 した.長城基地のす
ぐ前の海は暗礁が多く,船は基地か ら4kmほど離れた
沖合いに停泊 した.全 ての物資はいったんポンツーンに
移され,基 地前の突堤まで海上 を運ばれた.こ こにはソ
連基地から応援に来たクレーン車がオペ レーターと共に
待機 しており,荷上げに協力していた.物資の陸揚げは
25日までに完了し,翌朝 「極地」号は次の 目的地,中 山
基地に向け出港 した,な お中山基地は昨年建設 され,第
一次の越冬観測が行われており,今 年が第二次隊である.
キングジョージ島は東西に約60kmの細長い島であ り,
南北には一番広い所は30km位ある,大 部分は氷冠に覆
われているが.島 の中央部にあるア ドミラルティ湾には
ポーランド,ブラジルなどの国が基地を設けている.こ
の島の西端はフィルデス半島 といい,10km×3～4
kmほどの露岩地域となっている.我 々が今回訪れた長
城基地はこの部分にある(62°13'S.58'58'W).ここには
そのほかチリのマーシュ,ソ 連のベ リングスハウゼン,
ウルグアイのアルティガスといった基地があり,ブ ラジ
ルの夏のみの基地もある,さ らにマ クスウェル湾の対岸
(東岸)に は韓国,ア ルゼンチンの基地があ り,船外機
付きのゴムボー トで人が往き来していた.従 ってこの付
近一帯は人跡が絶えない.そ の上,こ の半島の中央部に
は滑走路があり,大 きな橋絡庫の他にホテルも建てられ
ている,C-130輸送機でチリのブンタアレナスとは3時
間の距離である,観 光船の他にも航空機による南極観光
も可能である.
今年の夏(南 半球の)は 日本から多くの人がここを訪
れていた.　TBSの取材チーム,東 宝映画のペンギン撮
影チーム,葛 西の東京水族館から採集に来たチーム,さ
らに学術研究で北大低温研の福田さん達などみなこのホ
テルを利用していた,我 々が帰途,プ ンタアレナスから
サンチアゴへ飛ぶ日に日本から来たツアーの一行がキン
グジ ョージ島へ飛んで行った,
「極地」号が出発 したのに続いて,前年の越冬隊が12
月28日空路チ リ,カナダ経由で帰途についた.基 地内は
船で一緒に来た新 しい隊員のみとなった.隊長は張傑尭
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さん で 越 冬 隊 長 で もあ る.越 冬18名,夏 隊21名で構 成 さ
れ て い る.越 冬 中 の 観 測 は定 常 観 測 の 気 象,地 磁気 と い
った もの であ り,k要 な 観 測 は夏 期 間 に行 わ れ た.今 年
か ら気 候 変 動 に関 す る研 究 計 画 が 始 め ら れ,ア ル テ ィガ
ス基 地 背 部 の 氷 冠ltにキ ャ ン プ を設 け,氷 厚 測 定 な ど を
行 って い た よ うで あ った が,現 地 へ 行 く機 会が な か っ た
ので 詳 しい こ と は不 明 で あ る.し か し将 来的 に は氷 の コ
アサ ン プ ル取 得 を 目指 して い る もの と思 われ る.こ の 計
i由iに参 加 して い た 蘭州 大 学 の研 究 者 が 絵 葉,ll:に基 地 の ス
タ ンプ を押 して い た.記 念 の ため に と よ く見か ける 光 景
であ るが,こ の絵 葉書 は 名大 の樋 「1敬二教 授 が 以 前 中 国
の氷 河 を 調査 され た と き描 い た風 脚 由iを絵 葉書 に した も
ので あ っ た,お や,こ の嫌 な もの が と い う気 持 と以 前 お
世語 に な った こ とが あ る の で懐 し く思 った.
南極 の 夏 は また 建 設 の時 期 で もあ る.今 年 の1.ξ城 基 地
は仮 りに 主屋 棟 と呼 ぶ が,食 堂 の あ る 建 物 の改 装 と汚 水
処理 施 設 の新 設 とい う/:事が あ った.一}三屋棟 は 第一 次 隊
の と きに 建設 され,現 在 は6つ の2人 用 寝室 と食堂 な ど
とな って いた.こ の う ち3室 を隊 長 公 室 と寝 室 に,他 の
3つ をゲ ス ト用 寝 室 に 改 装 し,ウ ニ派 な 家 具 調 度 を搬 入 し
た.ま た 食 堂 も拡 張 し,内 装 も一一新 され た ほ か,シ ャ
ワー 室 や 婦 人 トイ レ も新 設 され,見 違 え るほ ど 、:':派にな
った.お 陰 で 我 々 は 食 堂 の.1二rP申しば し ば 、シ:った ま ま食
事 をす る こ とが あ った.
3カ 月 に満 た な い 短 い 期 間 で 不 確 か な 印 象 か も知れ な
い が,今 次 隊 は南 極 大陸 の そ れぞ れ 反 対 側 にあ る長城,
中 山の 両 基地 を.・隻 の 船 で 補 給 しよ う と意 気 ごみ の あ る
隊 で あ っ た.ま た 長城 基 地 の 建 設 に 見 ら れ る よ うに環 境
問 題 を考 慮 して 汚 水処 理 施 設 を 新設 した り,主 屋 棟 を 一
新 して外 国 の研 究 者 を受 け入 れ,交 流 を深 め よ う とす る
ことのあらわれであると思われる,それだけ中国が今後
の南極に関する問題を積極的に取 り絹もうとする姿勢が
感じられた.
(筆者:国 、ン1極地研究所生理1kl態学研究部門助教授)
欧州地球観測衛星 〔E-ERS-1)
地上受信局会議 に出席 して
佐 藤 夏 雄
昭 和 基 地 に 大型 の 多 目的 衛 星 デー タ受信 シ ステ ムがgド
成 元年1月 に 完 成 し、 月本 の 宇 宙 科 学 研究iり1から打 ち ヒ
げ ら れ た オ ー ロ ラ観 測 衛 星(EXOS-D},f}.:宙開 発事 業
団 の 海 洋 観 測 衛 星CMOS-1)の 受 信 観測 が 順 調 に実 施
され て い る.
この 大 型 衛 星 受 信 シ ステ ム を利 用 して の 国 際 共 同 観 測 ・
研 究 と して,ヨ ー ロ.ノパ,1`:宙機 構(ESA)か ら1991年
3月 に 打'ち1,げがf定 さ れ て い る,地 球 観 測 衛 星
(ERS-1)を昭 和 基地 で 受 信 す る計[lkiが進 め ら れ て い
る.E-ERS-1衛星 に よ る研 究 面 で の 目的 や 国 際 共同研
究 方法 な ど に関 して は,研 究 者 間で か な りの 検 討 が 行 わ
れ て きて い た,
しか し.世 界各 国 の 衛 星受 信JSjにお け る、ERS-1受
信 観測 の実 施 ・運 用 計 画 を具 体 的 に検 討す る国 際 会議 は
今 回 が 初 め て で あ る.
この 第L回E-ERS地 一ヒ受信L・}会議 は イ タ リ ア ・ロ ー
マ 郊 外 の フ ラ スカ テ ィに 在 るESRINで3月1日 か ら6
日に か け て 行 わ れ た.
会議 に は,日 本 か ら宇 宙 開 発 事 業 団(1」1本,若林 さ
ん},東 海 大 ・情 報 技 術 セ ンタ ー 〔坂 田 ・.ド田 先 生},極
地 研 究 所(佐 藤)が,ま た,外 国 か ら はESAを 含 む21
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機関31名が参加した.
会議では,　ESA側か らのERS-1衛星に関する詳細
な説明と討論,及 び,地 上受信局側からの受信体制 ・準
備状況の説明と討論が行われた.
この会議に出席 しての私の印象 ・感想を簡単にここで
紹介したい.　E-ERS衛星は,地 球環境 を観測すること
が主な目的であることから,地球環境に大きな影響を及
ぼす南極域上空でのデータ受信が必要不可欠である.
現在南極域でERS-1衛星を受信できる局はHG利基地
と南極半島に計画中の西 ドイツ局(1991年完成f定)し
かない.そのため.南 極大陸を広範囲で受信することが
可能な昭和基地局にltl:界各国から大きな期待がかかって
いることを,この会議を通して肌で感 じた.
しかし,昭和基地局で受信 したデータは砕氷艦 「しら
せ」による,年間1往 復しか輸送手段がない事を説明し
たところ,貴直な受信データを早急に人手するために他
● ・澱 ・考・・れ… か・多・・畑 ・質問さ梱 ・てしまった.
科学の進歩の速い現在,自 然条件が厳しい南極といえ
ども,高速の衛星データ通信や航空機による輸送などの
新たな手段の導入が国際的にも求められている.
これに乗 り遅れてしまうと,せ っか く昭和基地で受信
した貴 重なデータも時代遅れになって しまう可能性があ
る(西 ドイツ局は年間に何度かの輸送手段が確保されて
おり.そのメリットを強調 していた).
最後に,昭和基地大型アンテナシステムは国内外から
大きな期待がかけられているが,こ のシステムの企画 ・
運用 ・維持及び受信データの解析 ・国際共同研究は【三大
科学プロジェク トである.
極地研究所に新たに発足 した情報科学センターがこの
母体を担うことになるが,少 人数のこのセンター組織で
いかに国際的な期待 ・要求 ・要望に対処していったらよ
いのかと,頭の痛い思いがするがセ ンターの一・員として
微力を尽すつもりです.
(筆者:国 立極地研究所情報科学センター助教授)
北極圏シンポジウムー 「北極圏,日本にとって
身近なその 自然を考える」
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開会の挨拶 名古屋大学水圏科学研究所長 樋口敬二
北極圏と日本を結ぶ大気の流れ
日本気象協会 浅倉 正
映像から見る北極圏の自然 と人々
NHKチーフディレクター 中 雄..一
スバルバールの自然 と国際共同研究
ノルウェー極地研究所 大田昌秀
北極圏における日本人研究者の活躍
名.古屋大学太陽地球環境研究所長 小口 高
アラスカ大学地球物理研究所艮 赤祖父俊.一
総括 国立極地研究所長 星合孝男
平沢研究主幹の司会により北極研究推進特別委員会の
委員長を務める樋口教授の挨拶で始められた.宮 沢賢二
の 「風の叉三郎」にしるされた極渦が,日本に寒波 をも
たらすさま,　NHK特集で放送された 「北極圏」のシベ
リア取材中のエピソー ドのスライ ドによる紹介など,北
極圏と日本とのつなが りの深 さ,シベ リアやスバルバー
ルなど北極圏の自然が紹介された.ま た日本の研究者に
よるオーロラ,雪氷学等の研究の様子や成果など.映像
をふんだんに使った講演は一般の聴衆の方々にとってわ
か りやすかったのではなかろうか.
星合所長による総括 「今,なぜ北極環境研究が必要な
のか」を最後に,120～130名の参加者は5時半頃散会 し
た.
平成2年度国立学校特別会計予算の概要
さる5月12日 〔土),当研究所の北極研究推進特別委
員会と文部省科学研究費国際学術研究総括班 との主催,
(財)日本極地研究振興会の後援により標記シンポジウ
ムが虎ノ門,発 明会館ホールで午後1時半から開かれた.
北極圏での大気現象は日本の気候にもしばしば大きな影
響を及ぼ しており,日本 とヨーロッパ間の航空路の多く
が北極圏を通過するなど,北極圏は日本にとって も重要
である.本シンポジウムはこれらの認識に航って広範な
北極圏の科学研究を進めるにあたり,その必要性,北 極
圏と日本人の生活.に対する理解を深めることを目的と
したものである,プ ログラムを以下に示す.
平成2年 度予算は,昨年12月29日に政府原案が決定さ
れたが,参 院での与野党逆転のあおりを受け,3年 連続
の暫定予算となったが,そ の後も成立せず暫定の補正予
算を組む状況となった.本 予算は初の衆参両院協議会ま
で持ち込まれ,憲 法の規定により衆院の議決が国会の議
決となり6月7日 成立 した.なお,本 予算が6月 までず
れ込んだのは35年ぶりである.
平成2年 度予算は,国債費が歳出予算の約2割 を占め
るなど依然として厳 しい状況にあることから,前年同様
歳出予算の見直 し,節減合理化を基本として編成されて
いる.
国立学校特別会計予算においては対前年度4%増 とな
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っているが,こ のうち5.5%の増は給与改善分等であり,
物件費は2.7%の増加となっている.
このような状況の中で当研究所の国立学校特別会計予
算の概要は次のとお りである.
1.組織及び定員の整備
ア.「北極圏環境研究センター」が新設され,教授1人,
外国人客員教授1人.助 教授1人,助 手2人,技 官1人
が認められた.
イ.「データ解析資料部門」が廃1ヒ転換され 「情報科学
センター」に振替とな り,教授1人,助 手1人,技 官1
人が認められた.
2.研究.観 測機器の整備充実
「深層氷床掘削機」(3年計画3年 次)が 引き続き計上
され新たに 「多 目的アンテナ受信データ処理,解 析装
置」(2年計画1年 次)カS汁上された.
3.共同研究の推進
「極域生態系における基礎生産とエ ネルギー移動の研
究」(5-2)の他.新 たに 「権威の環境変動に関する総
合研究」 〔5-1)が計上された.
4.極地関係資料等の整備
「南極附石の分類整理等経費」「極地資料収集調査費」
「特別研究報告出版費」が引き続き計.Lされた.
5.国際学術交流の推進
北極における地球環境や生物資源の調査を目的とした
「北極圏観測事業」が新たに計上された.
以上が研究所の主な予算であるが,こ の他に電子計算
機経費,学 術研究経費,運営事務費等が計上されている.
あすか観測拠点
5月19日,この秋最後の太陽が沈み,あ すか観測拠点
は4年 目の冬を迎えた.秋 口の悪天がウソのように風の
穏やかな日が多く,雪面の.ヒ昇 も止まっている,
暗夜期が訪れるとともに気温も下がり,作業も屋内で
行 うものが多 くなってきた.特 に,全 長50mに及ぶ排
水孔雪洞の拡張整備が連日のほぼ全員による作業で完成
し,造水作業の無い分の運動不足を補った.観測並びに
基地設営も特に大きな問題もなく経過している,
暗夜期とは言え,生活は食事時刻 を軸に守 られており,
自由時間は各人がそれぞれの趣味に打ち込む光景が見ら
れる.こ のところ写真現像が流行しており,素晴らしい
オーロラのスライドなどが話題を呼んでいる.ま た,最
近早起き体操クラブ も結成されるなど,忙 しい中楽 しく,
充実 した生活を送っている.
国立極地研究所に2セ ンターが発足
国立極地研究所に6月 か ら 「北極圏環境研究 セン
ター」と 「情報科学センター」が設置された.
北極圏環境研究センターは地球規模での環境問題に対
応 して,我 が国の北極域における大気環境変動や海洋環
境変動の研究に関し,中核的役割 りを果たす施設であり,
また,情 報科学センターは,昭和基地に設置された南極
唯一・の大型パラボラアンテナで受信する各種衛星からの
オーロラ,気象,海洋,地 形,地下資源など膨大な観測
データを処理し,広範な分野での共同研究を行うことを
目的としている.
観 測 隊 だ よ り
昭和基地
5月に入っても4月に引き続 き落ち着いた天候に恵ま
れた..ド旬には45口ぶりのブリザー ド来襲もあったが,
隊の活動に支障を来すこともなく順調に進んだ.
4月24日に出発 していた秋のリュッォ ・ホルム湾海洋
調査隊も安定した天候の下でスケジュールを消化 し12日
無事昭和基地に戻った.航 空機による観測も当初予定 を
ほぼ達成 し,秋期80時間の運航を終え,冬期休止体制に
入った.
生活面では,lUよ り日課を1時間つつ操 り下げる冬
時間となった.太 陽の昇らない季節を迎え,多少体調を
崩す隊員も出たが,全般的には朝食をとる人数も減って
いない.月 後半には太陽との しばしの別れを惜しみつつ,
転がる太陽の撮影が盛んに行われた.月 末になり,基地
の主要貯水源である荒金ダムからの漏水というトラブル
が有ったものの,機 械隊員の努力により最悪の事態には
至らず,復 旧することができた.
各部門の活動もjl|9{調で,第32次隊に対する第1回 目の
調達参考意見とりまとめが行われ,暗 夜期を迎えたとは
言え,仕事に追われる毎日を送っている.
4
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レ来訪者く
元 年6月8日 　 Mr.　KROEHL,　H,　(米国 国 家 海洋 大気 局
地 球 物理 デ ー タセ ンタ ー 主任 研 究 官)
6月10日 ～6月14日 　 Prof.　DANON,　J.　A.　(ブラ ジ ル
国 立 観測 所 長)
6月21日 ～6月23日 　 Prof,　BREKKE,　A,　(ノー ル ウ
ェ ー トロム ゾ大 学教 授)
6月26日　 Prof.　DUNLOP,　D.　J.　(カナ ダ トロ ン ト大 学
教 授)
7月3日 一7月4日 　 Prof.　ZEIHEN,　L,　G,　(米国 モ ン
タナ 鉱科 大学 教 授)
Prof.　BERG　R.　B.　(米国 モ ン タナ 鉱 科 大 学 教
授,博 物 館 鉱物 キ ュー レタ ー)
Pref,　VOLBORTH,　A.　(米国 モ ン タ ナ 鉱 科 大
学 教授)
Dr.　SHOLES,　M,　(米国 モ ン タ ナ 鉱科 大 学 助教
授)
Dr.　DERKEY,　R.　(米国 モ ン タ ナ鉱 科 大 学 研 究
員)
7月7日 ～7月9日 　 Prof.　BREKKE,　A.　(ノー ル ウ
ェ ー トロ ム ゾ大 学 教授)
7月ll日　 Prof.　GREEN,　D.　H.　(オー ス トラ リ ア タ ス
マ ニ ア大 学 教 授)
7月13日 本 庄 杢　 (Dr.　HONJO,　S.)　(米国 ウ ッ ズ
ホ ー ル海 洋 研 究 所 教授)
7月17日～7月21日 　 Pro{.　DECLEIR,　H,　(ベル ギ ー ブ
リ ュ ッセ ル 自 由大 学 教 授)
7月18日 ～7月22日 　 Mr.　HAMINUDIN,　N.　(京都 大
学 工学 部 電 気 工 学 第二 学 科(木 村 研)京 都 大 学
大 学院 生)
7月20日 ～7月31日 　 Dr,　DESA,　E.　(イン ド国 立 海 洋
研 究所 海 洋 器械 コ ン ピ ュー ター 部 長)
8月3日 ～8月6目 張 儒 媛　(Dr.　Zhaug　Ruyuan中
国 科学 院地 質研 究 所 研 究 員)
縦 開 国　(Dr.　Chal　Mingo中国 科 学 院 地 質 研
究 所 研 究 副
馬 福 臣　(Dr.　Ma　Fuchen.　中 国 科 学 院 国家 基
金 部)
A植 林 　(Prof,　Cong　Bolin　中 国 科 学 院 地 質
研 究 所)
8月14日～8月20日 新 田 直 行　(Dr.　ARAT　A.　N.ブ
ラ ジル 中央 物 理 研 究 所研 究 員)
Dr.　MATTHEWS,　W.　A.　(ニュー ジ ー ラ ン ド
科 学 産 業 省 職 員)
8月17日　 Mr.　GAULL,　B.　A.　(オー ス トラ リア 鉱 学 ・
エ ネル ギ ー省 ム ン ダー リ ン地球 物 理 観 測 所 地 震
災 害 担 当)
8月21日～8月23日　 Prof,　DORMAN、　L,　1,　(モス ク ワ
大 学 教 授)
8月24日 ～8月25日 　 Prof,　FRIEDMANN,　E,　1.　(フロ
リダ州 立 大 学 生 物 科 学 部 教 授)
8月31日 本 庄　 　　(Dr.　HONJO,　S.米国 ウ ッ ズ ホ ー
ル海 洋 研 究 所 先 任 研 究 者)
DL　DORMAN,　C,　E.　(米国 ウ ッズ ホ ー ル 海 洋
研 究 所 長)
Dr.　CURTIN,　T.　B.　(米国 海 軍 研 究 機 構 北 極 圏
研 究 部 長)
9月12日 ～9月14日　 Dr.　ALLISON,　1.　(オー ス トラ リ
ア南 極 局 局 員)
9月15日 ～9月16日 　 Dr.　SEPPELT.　R.　D.　(オー ス ト
ラ リア 南 極 局 主 任 研 究 員)
9月19日　 Mr.　KIM,　S.　(韓国 海 洋 研 究 所 南 極 部 門研 究
員)
9月25日 一9月28日 　 Prof.　BRANAGAN,　D.　F,　(シ ド
ニ ー 大 学 地 質学,地 球 物 理 学 教 室 教 授)
9月26日　 Dr.　BUICK.　1.　(タスマ ニ ア 大 学 地 質 学 部 研
究 員)
9月29日 一9月30日 王 ・奎 仁　(Prof.　Wang　kuiren
中 国科 学 院地 質研 究所 教授)
肖 増 岳　(Dr.　Xiao　Zengyue　中 国 科 学 院 地 質
研 究 所 副 教 授)
刻 乗 光 　(Prof.　Liu　Bingguang　中 国 科 学 院
地 質 研 究 所 教 授)
9月27R～10月4日 　 Prof,　LANGWAY,　C.　C,　Jr,　(ニ
ュー ヨ ー ク州 立 大学 バ ッフ ァ ロー校 教 授)
10月5日 ～10月ll日　 Prof.　ALEXANDER,　V.　(アラ ス
カ州 立 大 学 教 授.海 洋 学 研 究 所長.水 産海 洋 学
校 長)
ll月19日～11月20日　 Pref.　BENSON,　C.　S.　(アラ ス カ
大学 教 授)
10月12日～10月14日　 Dr.　FINDLAY,　R.　H,　(オー ス ト
ラ リア 鉱 山局 主 任 地 質技 師)
10月11日一10月17日　 Prof.　LEBOEUF,　B.　J.　(カリ フ ォ
ル ニ ア 大学 教 授)
平成2年6月8日 付け人事異動
北極圏環境研究センター
[転入]
教授センター長(併 任)小 野延雄
学研究所)
情報科学センター
センター長(併 任〉 平澤威男
[配置換]
助教授 佐藤夏雄(資 料系)
助手 神沢 博(資料系)
技官 櫻井治男(資料系)
技官 内田邦夫(資料系〉
(北海道大学低温科
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平均 蒸 気 圧　(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Nurnber　of　clear　days)
昭 和基 地
(Syowa;89532)
3月(Mar.)
一5
,8
0.2
一22
.4
985.6
3.1
77
8.3
4月(Apr.)
一11 .0
一 〇
.8
一27
.8
993.1
1.9
65
7.8
あ す か 観 測 拠 点
(Asuka:89524)
3月(Mar.)
一15 .9
8.2
一31
.9
4月(Apr.)
一19 .3
一9
.6
一38
.1
871.0
(station　pressure)
13.6
879.0
12.1
30.5(27,NE)32.2(8.ENE)30.9(27,ESE)22,6(27,ESE)
37.8(27.NE)39.5(8.ENE)38,5(27.ESE)27.5(14、ESE)
8,3
1
6.1
8
【極地豆事典】
吹 き払 い柵
!鐡 ご.三道妄. 。、-τ.
ぷ㌻ ㌻ ㌻
防雪棚には,吹 き溜 り柵や吹き払い柵等がある.
日本では,道 路の吹き溜 りの起こりやすい場所に,
その場所にあったいろいろな型の吹き払い柵を設け,
吹き溜 り防止の一つの方法として利用 している.
吹き払い柵は,吹 き溜 りの出来やすい箇所や除雪 し
たい箇所の風上に,風 に直角に成るように下部 を開け
た柵を立て,風 を下部に開けた空隙で強く絞ることに
よって吹き抜ける風は強くなり後方の雪を吹き飛ばす
物である.
ここでは,あすか観測拠点で試みた吹き払い柵 につ
いて述べる,
吹 き払い柵 を,あすか観測拠点では出入口及び非常
脱出口の風上 に設け,吹 き溜 り防止や防雪に利用して
見た.あ すか観測拠点の位置は非常に風が強く,また
雪面に物を置 くとす ぐに吹 き溜 りが出来る等地吹雪の
多い所である.こ この建物は.第26次隊から28次隊に
かけて建設 しこの建物は風上の屋根部 を一部残 し数年
で完全に雪の中に埋没 している.
ここでの生活で重要なことの一つは,建物の出入口
を確保 し,安全に施設を利用することである.そ のた
めには日課として除雪 しなければならず,そ の除雪は
非常に重労働である.
30次隊では,出 入り口小屋の風下に出来る吹 き溜 り
を吹き飛ばす様に,出 入 り口小屋の屋根から風下に向
けて傾斜 した単管パイプを支柱に4段 の邪魔板を渡し
た吹 き払い柵 を設置 した.こ の邪魔板はクランプで取
り付けられており角度を自由に変えることができる.
この柵を設置 したことにより出入口面に出来る吹 き
溜りは,出入口面に沿って屋根高の約2/3の位置から床
面まで薄 く斜めに出来,そ の後方はウイン ドウース
クープとなり小屋の中に格納 したスノ一口ータリーを
ウイン ドーズクープに向い押 しながら移動させると容
易に除雪出来た.
この方法は,風 の強弱により吹 き溜 りの場合を移動
させ る物で.必 ず何処かに吹 き溜 りが出来るので,そ
の吹 き溜 りの出来る場所にさらに吹き払い柵を設置す
れば,吹 き溜 りを遠 くにもっていくことが出来る.
あすか観測拠点は地吹雪が多い地域であるが,比 較
的…方向から強い風が吹 くので,出 入口や脱出口のよ
うに小範囲の防雪には非常に有効である.
しか し,風向きが変わったり,風の強弱によっては
逆効果となり吹 き溜 りの原因にもなることもある.
